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みずほコーポレート銀行上海支店を訪ねて 
 
研究参与 加 藤 幸 三 郎 
 
１）はじめに 
 昨年 11 月の「上海調査」に参加して、オリンピックに向け一層建設ラッシュ・激動をます上
海とその市域拡大に伴う郊外の「旧棉産地でもあった七宝鎮｛現在、中心部には人工的水路と
古風な建物が共存、土産物屋も密集して混雑する｝」と近接する「青物・魚貝類・花卉市場」の
断面を垣間見ることができた（今春まで留学中の国学院大学林和生教授の案内による）。他方で
地下鉄 1 号線に連続する竜陽路駅と浦東国際空港駅とを最高時速 431 キロ＝数分で結ぶ「上海
磁浮列車」（同時に、将来上海には 10 本の地下鉄が貫通するという）が「快捷・経済・准点」
という「謳い文句」を乗車券に刷り込んでいる反面、黄浦江をはさんで 3 本のトンネルがある
ものの、上海市内での、嘗ての日本の「神風タクシー」を思わせる運転振りと他面で「運転手
＝タクシー」不足という矛盾にも直面しているという。 
 そのような現状を背景に、「JETRO 上海」に続いて浦東新区銀城東路 HSBC タワー25 階にある
「みずほコーポレート銀行上海支店」を訪問した。幸運にも、同行された儀我先生の「大阪市
大当時の教え子」という花井健支店長直々の「生々しい報告」をうかがうことが出来たのであ
る。 
 
２）「外資銀行比較」の検討 
 ここに表示した「ランキング」（18 頁の「外資銀行比較」）は、あくまで 2005 年の「序列」
を示すものの、「実数」を示すことができない。帰国後、再度花井支店長さんと「メール」でお
願いもし、さらに「金融庁（銀行検査課）」、はたまた日本銀行金融研究所、銀行図書館などと
も電話で照会したが、「実数」を把握することは出来なかった。「中国銀行監査会」の下にある
「上海銀行監査会」の「ホームページ」からもアクセスすることも不可能であった。不可解と
いっても良いと思われるが、「みずほ銀行」本店管理センターに照会しても、「質問の意味」す
ら充分に理解して貰えなかったというのが率直な感想である。「秘密主義」（他行の数字が判明
しないと無理という）とまでは言わないが、これが生々しい現実というものだろうか？「情報
公開」を盾にとっても始まらないが、今後の一つの研究課題であるのかも知れない。 
 昨年、偶然北京大学の学内売店の本屋で見付けた『五十年来的中国近代史研究』（2000 年 4
月、上海書店出版社刊）の「経済史」の「項目」を散見しても何等の手掛かりも得られなかっ
た。私自身「地方金融史」は少々齧ったことがあるが、「都市銀行」や「外国金融」については
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全くの不勉強であって、以下若干の感想を記すことしか出来ない。 
 まず、右端の「（参考）2004 年主報告ランキング」の検討に入るまえに、表示の「用語」を
説明しておこう。 
 訪問した建物の名称にもなっている「HSBC」とは、「HOMKONG SHANNHAI BANK CORPORATION」
の略称：つまり、いわゆるイギリス植民地支配の代表ともいうべき「香港上海銀行」である。
『岩波 現代中国事典』（99 年刊）によれば、「匯豊銀行」ともいい、香港最大の英国系銀行。
1865 年香港に設立され、設立と同時に上海支店も開設した。その後中国の各主要都市に支店を
相次いで開設し、中国政府に対する「借款」を管理することで急速に発展し、中国（否むしろ
19 世紀のアジア）最大の外国銀行になった。1949 年以降、中国での業務は中止を余儀なくされ
香港に戻り、そこでの銀行買収などを通じて大きく発展し、65 年には当時経営不振に見舞われ
ていた最大の地場銀行の「ハンセン（恒生）銀行」に出資して同行を傘下におさめ、これを機
として香港金融界での支配的な地位を固めたという。さらに香港上海銀行は、永く実質上の中
央銀行の役割を担い、決済銀行として「無利子」で他の銀行の預金を利用できるなどの特権を
持ち、また香港で金融不安が発生すると、同行は金融当局と協力して金融機関の救済や市場の
安定を図った。1980 年代後半以降、中国政府が外為基金、その後は香港金融管理局（HKMA）の
機能を強化すると、香港上海銀行の特権が徐々に剥奪されたのである。同時に、香港上海銀行
は、世界各地で銀行を買収し、香港の「中国返還」に備えて、91 年イギリスのミッドランド銀
行を買収したことに伴い、持株会社としての HSBC ホールデイングをイギリスに新設し、同行を
その子会社にしたのである。しかし、本社登記地をイギリスに移しても同行は依然として香港
を本拠地として業務を展開している。また、中国で最も支店開設の多い外国銀行である 
 他に ANZ・BEA・DBS・ABN アムロ・IBK・SCB などは不明に近いが、CITI 銀行や BANK OF AMERICA
（バンカメ）などは名称はご存知だろう。 
 さらに、「中国人民銀行」を中央銀行として、ここで問題にしたい「外資系銀行」のなかに「み
ずほコーポレート銀行」上海支店も入るのであるが、第 1表（「外資銀行比較」｛2003／2004 年 
上海外資金融機構ランキング｝には、「みずほ」のほかに、「東京三菱」・「UFJ」（この両銀行は
06 年 1月に合併したことは周知の通りである）・「三井住友」と日本の都市銀行が、さきの HSBC
や CITI の両銀行に続いている点に注目しておきたい。 
 「税前利益」・「資産総額」・「普通貸付」・「預金」についても、「実数」不明の「ランキング」
のみの比較しか検討できないのであるが、03 年から翌 04 年に向けて、「みずほ」銀行の躍進が
著しいといえよう。これまた「実数」不明のため、例えば「預貸率」も算定できない。各「順
位」の差違が如何かも判定できないのである。 
 現在、上海市の面積は日本の群馬県と略同じであるが、「みずほコーポレート銀行上海支店」
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の営業面積は、日本の国土面積の約 3.6 倍、（135 万平方キロ）で、上海の他に北京・大連・深
圳・無錫に「支店」があり、天津・南京・武漢・厦門・広州に「事務所」があって、いわば、
中国全土に営業網を張り廻らしているのである。 
 これに対応する「日系企業の進出状況」であるが、JETRO 上海で入手できた「上海市概況」
を手掛かりにしてみると、 
① 日 系：花王・鐘淵化学・サントリー・三洋電機・ローソン・日本通運・三菱電機・村
田電子・YKK・ソニー・シャープ・日本ペイント・森ビル・三井造船・日立・松
下・アルプス・オムロン・フジタ・NEC・東京三菱・みずほ・三井住友 
② アジア・外国系：HP・モトローラ・GE・AT＆T・GM・IBM・インテル・J＆J・ロマンズ・
ユニシス・ジレッド・アーサー＆アンダーソン（米）・フイリップス
（蘭）・LG・三星・大宇（韓国）トムソン・新鴻基（中国香港）・ピエー
ルカルダン・アルカルテル（仏）・遼東（台湾）・CP（タイ）・シント
ラー（スイス）等 
③ 中国系：上海汽車集団（中国最大級の自動車生産グループ、中心はドイツの VW との合弁
の上海 VW） 
上海石油化工（中国最大の石油化学工業、エチレン生産では国内トップクラス） 
中国東方航空（物流業にも努力する大手の航空会社） 
中国海運（エネルギー輸送でも国内シェアを持つ総合海運会社） 
上海振華港口機械（ZPMC の名称で世界で著名なクレーンを中心とする大型港湾
設備製造メーカー） 
上海実業（上海市政府のコングロマリット。IT・バイオ医薬・金融投資・イン
フラ建設などの事業を中心とする） 
上海宝鋼集団（中国を代表する鉄鋼メーカー） 
 以上のように、日本国内でも主要な企業が上海に進出していることが判明しよう。景気回復
が叫ばれているが、今後の日系企業の中国＝上海進出は「低賃金」を求めて一層激しさを増す
と考えてよかろう。因みに今年 1 月 7 日の『日経』は、「地銀、中国進出を加速」と伝え「03
年以降に開設した中国本土の拠点」として、上海では百五・山陰合同・滋賀・北国・みちのく・
肥後・京都・北洋・七十七・百十四・南都が、蘇州にも池田（予定）、さらに瀋陽には北海道、
大連には北洋各銀行がそれぞれ進出し、「情報提供や書類作成などの助言」ならびに「ビジネス
マッチング」を開くなどして、「取引先である中堅・中小企業が中国シフトしている」ことへの
対応、「日本での融資増につなげようとしている」。さらには大手銀行に「融資先が奪われない
ように食い止める」動きができているという。 
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 いわゆる「政冷経熱」という日中関係の改善は、現小泉政権の下では悲観的と思われるが、
上海における「外資銀行」・日本の諸銀行の間での競争激化は今後とも継続されるものと言えよ
う。 
 
外資銀行比較 
【2003/2004 年 上海市外資金融機構ランキング】 
 税前利益 資産総額 普通貸付 預金 
（参考）2004 年度主
報告行ランキング 
 2003 2004 2003 2004 2003 2004 2003 2004 税前利益 輸出決済 
１ HSBC HSBC CITI CITI HSBC HSBC CITI CITI みずほ HSBC 
２ 東京三菱 みずほ HSBC HSBC みずほ みずほ HSBC HSBC 東京三菱 みずほ 
３ 三井住友 ＵＦＪ 東京三菱 みずほ CITI 東京三菱 東京三菱 みずほ ＵＦＪ ＵＦＪ 
４ みずほ 東京三菱 みずほ 三井住友 東京三菱 CITI みずほ 東京三菱 SCB 東京三菱 
５ ＵＦＪ 三井住友 SCB 東京三菱 ＵＦＪ SCB ＵＦＪ 三井住友 三井住友 三井住友 
６ SCB CITI ＵＦＪ SCB SCB 三井住友 SCB ＵＦＪ HSBC SCB 
７ BEA SCB 三井住友 ＵＦＪ 三井住友 ＵＦＪ 三井住友 SCB ANZ CITI 
８ CITI BEA BEA BEA BEA BEA BEA 華一 バンカメ ANZ 
９ 徳伐 ANZ ﾄﾞｲﾂ商業 ABN ｱﾑﾛ ABN ｱﾑﾛ ABN ｱﾑﾛ 華一 ABN ｱﾑﾛ ｳﾘｨﾊﾞﾝｸ バンカメ 
10 DBS IBK ABN ｱﾑﾛ ｵﾗﾝﾀﾞ商業 ANZ ハンセン ドイツ ドイツ DBS ABN ｱﾑﾛ 
（出所）上海銀監会通知 
※主報告行ランキングは暦年ベース 
